
I n f o r m a t i o n

　

９
回
目
の
今
回
は
「
キ
ロ
ギ
・
ア
ッ

パ(

雁
お
父
さ
ん)

と
韓
国
の
英
語
教
育

熱
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

菊池市役所
国際観光マネージャー
金　相廷さん

韓
国
発
見
シ
リ
ー
ズ
⑨

こ
ん
に
ち
は
金キ

ム

で
す

ふ
る
さ
と
歴
史
探
訪
‐
き
く

ち
の
近
代
遺
産
を
歩
く
‐

　
　
　
　
　

参
加
者
募
集

　

菊
池
市
内
に
は
囃
子
や
神
楽
、
獅

子
舞
、
太
鼓
な
ど
の
民
俗
芸
能
が
数

多
く
保
存
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
な
か
か
ら
今
回
は
出
田
の
獅
子

舞
、
岩
本
神
楽
、
田
島
菅
原
神
社
神

楽
を
紹
介
し
ま
す
。
勇
壮
な
獅
子
舞

と
地
域
に
伝
わ
る
神
楽
を
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

出
田
の
獅
子
舞
（
出
田
）

　

先
導
役
の
拍
子
木
と
掛
け
声
に
導

か
れ
、
横
笛
と
太
鼓
の
奏
に
の
っ
て

舞
う
勇
壮
な
獅
子
舞
は
古
く
か
ら
伝

わ
る
芸
能
で
、
地
元
の
小
学
校
で
も

後
継
者
育
成
・
地
域
学
習
に
活
用
さ

れ
多
く
の
場
所
で
発
表
し
て
い
ま
す
。

○
出
田
若
宮
神
社
秋
祭
り
奉
納

と　

き　

11
月
25
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
７
時
ご
ろ
〜

と
こ
ろ　

出
田
若
宮
神
社

岩
本
神
楽
（
旭
志
弁
利
）

　

明
治
４
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
神
楽

は
８
座
で
構
成
さ
れ
、
奉
納
の
ほ

か
、
要
請
が
あ
れ
ば
隣
接
区
の
祭
り

で
奉
納
し
、
着
実
に
保
存
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
神
社
の
夏
祭
り

の
と
き
に
は
「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」
も

行
っ
て
い
ま
す
。

○
岩
本
菅
原
神
社
秋
祭
り
奉
納

と　

き　

11
月
25
日
（
水
）

　
　
　
　

正
午
ご
ろ
〜

と
こ
ろ　

岩
本
菅
原
神
社

○
岩
本
天
神
祭
奉
納

と　

き　

12
月
15
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
６
時
ご
ろ
〜

と
こ
ろ　

岩
本
巻
天
神
の
椋
の
木

田
島
菅
原
神
社
神
楽

（
泗
水
町
田
島
）

　

現
在
の
神
楽
は
岩
戸
神
楽
の
流
れ

を
汲
む
と
言
わ
れ
、
８
座
で
構
成
さ

れ
る
な
か
に
は
面
を
付
け
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。
奉
納
の
ほ
か
、
地
元
保

育
園
の
子
ど
も
た
ち
に
神
楽
を
教

え
、
発
表
す
る
な
ど
後
継
者
候
補
生

を
育
て
て
い
ま
す
。

○
田
島
菅
原
神
社
秋
祭
り
奉
納

と　

き　

11
月
25
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
11
時
ご
ろ
〜

○
正
月
奉
納

と　

き　

12
月
31
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
11
時
30
分
ご
ろ
〜

○
田
島
菅
原
神
社
春
祭
り
奉
納

と　

き　

２
月
25
日
（
木
）

と
こ
ろ　

す
べ
て
田
島
菅
原
神
社

問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

隈府市街地を埋蔵文化財包蔵地にしました

　近年の調査の成果に伴い
左図のとおり、赤枠で示し
た範囲を埋蔵文化財包蔵地
として熊本県遺跡地図に登
録しました。
　文化財保護法に基づき、
この赤枠内で次の工事をす
る際は、事前に届出が必要
になります。詳しくはお問
い合わせください。
該当工事　ビル建設工事、
住宅立替工事、駐車場舗装
工事、土木工事など
問い合わせ先
　生涯学習課文化振興係

　

菊
池
市
に
の
こ
る
近
代
の
文
化
遺

産
を
訪
ね
歩
く
「
ふ
る
さ
と
歴
史
探

訪
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

11
月
28
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
集
合

　
　
　
　

午
後
３
時
解
散
（
予
定
）

と
こ
ろ　

菊
池
市
役
所
集
合

見
学
先　

藤
田
橋
、
円
通
寺
、
姫
井

橋
、
花
房
飛
行
場
跡
、
泗
水
社
跡
、

伊
牟
田
塾
跡
、
高
島
舟
着
場
跡
、
古

耕
精
舎
跡
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※ 

貸
し
切
り
バ
ス
で
の
見
学
に
な
り

ま
す
。

募
集
期
間　

11
月
９
日
（
月
）
〜
11

月
18
日
（
水
）
の
平
日

募
集
人
数　

50
人
程
度
（
先
着
順
）

参
加
費　

一
人
５
０
０
円

そ
の
他　

活
動
し
や
す
い
格
好
で
来

て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は
後
日
参
加
者

に
ご
連
絡
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

　

「
菊
池
源
吾
」
と
は
西
郷
隆
盛
公

が
奄
美
大
島
龍
郷
町
に
潜
住
し
た
と

き
名
乗
っ
た
名
前
で
す
。

　

西
郷
家
は
菊
池
氏
初
代
則
隆
公

の
子
（
政
隆
）
が
七
城
町
西
郷
地

区
に
居
を
構
え
た
こ
と
に
始
ま
り
ま

す
。
こ
こ
に
西
郷
南
洲
先
生
祖
先
発

祥
の
地
の
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
、
鹿
児
島
県
下
の

人
々
も
西
郷
さ
ん
の
ル
ー
ツ
は
菊
池

市
に
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
き
て
い
ま

す
。

　

菊
池
源
吾
に
学
ぶ
会
は
、
西
郷
隆

盛
公
の
偉
業
の
足
跡
を
た
ど
り
人
間

性
や
生
き
方
な
ど
に
つ
い
て
学
習
し

て
い
る
会
で
す
。
今
回
、
西
郷
隆
盛

公
研
究
の
第
一
人
者
と
も
言
わ
れ
る

鹿
児
島
市
立
西
郷
南
洲
翁
顕
彰
館

の
高
栁
館
長
を
菊
池
市
に
お
招
き
し

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
人
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

と　

き　

11
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
　

（
午
後
１
時
開
場
）

と
こ
ろ　

七
城
公
民
館
講
堂

公
演
内
容　

菊
池
源
吾
に
つ
い
て
、

西
郷
・
大
久
保
の
関
係
、
西
郷
の
維

新
の
目
的
な
ど

入
場
料　

無
料

　

菊
池
源
吾
に
学
ぶ
会
に
興
味
の
あ

る
人
の
入
会
も
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

国
際
交
流
課

「
新
た
な
西
郷
像
を
語
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　

講
演
会

西郷南洲先生祖先
発祥の地の記念碑

　

菊
池
源
吾
に
つ
い
て
、

市民交流団員募集
～友好都市・岩手県遠野市へ

　民話の里「岩手県遠野市」への市民交流団員を募集しま
す。
　受け継がれる昔話語り、市民手づくりのミュージカル
「遠野ファンタジー」鑑賞のほか、遠野市の各種グループ
との意見交換会を行い、市民レベルでの心あたたまる交
流を行います。遠野市は約４人に１人が菊池（地）姓であ
ることから、菊池一族との歴史的つながりも推定される
ところです。平成10年から交流を行い、平成18年４月８
日には合併して友好都市の調印締結を行いました。
と　き　 平成22年１月30日（土）～２月１日（月）　
　　　　２泊３日
募集数　10人　
参加費　個人負担　約５０，０００円
　　　　　（都市間交流の会負担４０，０００円／人）
応募資格　地域の歴史、文化を継承し、まちづくりを担う
人材育成を目的とし、交流後は「菊池都市間交流の会」の
会員として市民相互の交流や、まちづくりに参加できる
人。
応募方法
　応募票の提出が必要となります。詳しくはお問い合わ
せください。
応募締切　12月11日（金）必着
問い合わせ・応募先
　菊池都市間交流の会事務局（菊池市役所国際交流課内）

　

韓
国
人
の
英
語
教
育
熱
を
表
わ
す

言
葉
に
「
キ
ロ
ギ
・
ア
ッ
パ
」
が
あ

る
。
子
ど
も
の
英
語
教
育
の
た
め
に

妻
子
を
英
語
圏(

主
に
ア
メ
リ
カ)

に

送
り
、
自
分
は
韓
国
に
残
り
妻
子
の

学
費
と
生
活
費
を
送
る
。
渡
り
鳥
の

よ
う
に
韓
国
と
家
族
の
間
を
行
き
来

す
る
父
親
の
姿
を
雁
に
例
え
た
言
葉

だ
。
最
近
で
は
、
韓
国
に
一
人
残
っ

た
父
親
が
孤
独
感
か
ら
自
殺
す
る
事

件
も
起
き
た
が
、
韓
国
人
の
英
語
熱

は
冷
め
な
い
。

　

韓
国
で
は
１
９
９
７
年
に
小
学

校
３
年
生
か
ら
英
語
教
育
を
始
め

た
。
２
０
０
４
年
８
月
に
は
京
畿
道

安
山
市
で
初
め
て
居
住
型
英
語
村
も

オ
ー
プ
ン
し
た
。
韓
国
最
大
規
模
の

京き
ょ
ん
ぎ
ど

畿
道
パ
ジ
ュ
英
語
村
は
路
面
電
車

で
入
場
す
る
と
銀
行
、
店
、
レ
ス
ト

ラ
ン
や
市
役
所
な
ど
が
並
び
、
英
語

を
母
語
と
す
る
外
国
人
が
常
駐
し
、

外
国
気
分
を
味
わ
え
る
。

　

英
語
村
は
韓
国
に
15
ヶ
所
あ
り
、低

費
用
で
英
語
に
触
れ
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
例
え
ば
昌
ち
ゃ
ん
に
ょ
ん寧
郡
は
、
人
口

６
万
人
位
の
小
さ
な
自
治
体
だ
が
、

廃
校
を
活
用
し
小
規
模
の
英
語
キ
ャ

ン
プ
を
設
置
し
て
い
る
。

　

現
在
、
韓
国
政
府
は
２
０
１
０
年

を
め
ど
に
済
州
島
に
９
千
人
収
容
規

模
の
英
語
教
育
都
市
を
造
成
す
る
計

画
だ
。
こ
こ
で
は
ほ
と
ん
ど
の
科
目

を
英
語
で
行
う
。
入
学
対
象
は
小
学

校
３
年
か
ら
中
高
生
で
、
期
間
は
１

年
を
原
則
と
し
更
に
１
年
間
延
長
で

き
る
。
こ
こ
は
正
規
学
校
課
程
と
連

携
す
る
の
で
２
年
生
課
程
を
過
ご
せ

ば
、
元
の
学
校
で
進
級
で
き
る
。

　

韓
国
人
が
英
語
教
育
に
熱
心
な
の

は
な
ぜ
だ
ろ
う
？
輸
出
に
大
き
く
依

存
す
る
韓
国
経
済
で
は
英
語
は
必
須

だ
ろ
う
。
そ
し
て
孟
母
三
遷
の
教
育

熱
心
が
あ
る
。
我
が
子
を
出
世
さ
せ

た
い
と
い
う
過
度
の
期
待
と
、
学
歴

が
人
生
を
大
き
く
左
右
す
る
韓
国
社

会
の
現
状
だ
。
こ
れ
は
韓
国
が
抱
え

る
問
題
で
も
あ
り
、
反
面
、
長
所
か

も
し
れ
な
い
。

孟
母
三
遷
と
は

　

孟
子
の
母
は
、
墓
場
の
そ
ば
に
住

む
と
孟
子
が
葬
式
の
ま
ね
を
し
た
。

そ
れ
で
市
場
近
く
に
転
居
す
る
と
孟

子
が
商
人
の
ま
ね
を
し
た
。
学
校
の

そ
ば
に
転
居
す
る
と
礼
儀
作
法
を
ま

ね
た
。
こ
れ
ぞ
教
育
に
最
適
の
場
所

と
し
て
定
住
し
た
と
い
う
故
事
。
教

育
は
環
境
が
大
切
だ
と
い
う
教
え
。

ま
た
、
教
育
熱
心
な
母
親
の
例
。

菊
池
市
内
無
形
民
俗
芸
能
行
事
を

　
　
　
　
　
　
　
　

ご
覧
く
だ
さ
い
！
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